
 1 / 2 
 

4.3 競技課題仕様（競技職種実施要領） 

第 63 回 技能五輪全国大会「貴金属装身具」職種 

【モジュール 1 A・A':テール部／B・B':裏板部／C:ノット部】 

1.1 支給された板材（t1.0mm）を加工し、A テール部を製作すること。ロウ付けは行わず、折り目の段差は、地金を削っ

て折り重なりを表現する（A' も同様）。 

1.2 A テール部のメレ穴については、課題図に基づき、所定の位置にΦ1.0、Φ1.2、Φ1.4 の元穴を開けること。さらに、

上面には各穴に面取りを施し、Φ1.8、Φ2.0、Φ2.5 石が留まる事を想定とする。裏面には裏取りを施す。 

1.3 A'テール部には、課題図に基づき、大・中・小の長四角の穴を、所定の位置に開けること。 

1.4 B（裏板）については、支給された材料から部材を切り出し製作すること。 

1.5 A テール部と B 裏板部は、課題図に指定された位置および高さになるように調整し、柱 11 本をロウ付けすること（A'・

B' も同様）。 

1.6 C ノット部は、t1.0mm の地金を曲げて課題図に基づき形状に成形すること、また表面の丸みは、削ることで表現する

こと。 

1.7 A・A'・B・B'・C の各パーツを、課題図に基づいて組み立て、ロウ付けにより接合すること。 

※各モジュールの提出時の仕上げとして、やすり目の跡や作業中に生じた傷を丁寧に除去したうえで、#1200 のペー

パー仕上げを施し、提出すること。火肌仕上げまで行う必要はない。 

 

【モジュール 2 D:フリーデザイン図面と菱形ベース部の製作】 

2.1 競技前日にフリーデザイン部のテーマを提示するので、必ず与えられた条件に基づいたデザイン要素を考え、また下

記の要件も考慮して全体形状をイメージし、支給された用紙にフリーハンドで描くこと、ただし、石枠を描く場合に

限り、定規や各種形状の小型テンプレートの使用を認める。 

2.2 構成要素として、打ち出し（肉出し）、切り出し、曲げ加工、ひねり等の技法を用いたモチーフは 3 パーツ以上使用

すること、板厚は、デザインに応じて任意の厚みにしてよい。 

2.3 マーキース枠、ペアシェイプ枠に加え、任意の石枠を 1つ以上製作し組み込むこと。 

※ふくりん石枠は不可とする。 

2.4 石枠の構造は、板地金による 1段腰またはスリットを入れた 2段腰とすること。 

2.5 爪は支給材Φ0.8 の線材を加工等も含め使用可能、ただし角がある石枠の角は、支給した板材（t1.0mm）を加工して

袋爪にすること。 

2.6 フリーデザイン部の高さは、爪を除いて 8mm 以内とする。 

2.7 各パーツは、完成時に菱形ベースまたは本体に確実に接続されるよう、2 か所以上の接点を設けてロウ付けを行うこ

と。柱等を用いる場合は、十分な強度を確保すること。特に、各パーツの先端部については、引っかかりのないよう

に十分配慮すること。 

2.8 デザイン画には陰影や着色を施す必要はないが、形状の輪郭が容易に判別できるように描くこと。 

2.9 デザイン画の形状線が不鮮明である場合（線の重複や濃淡のばらつきなど）は、減点の対象とする。 

2.10 フリーデザインは、必ずしも菱形ベース内に収める必要はなく、モジュール 1上に接点を設けたデザインに展開させ

てもよい。 

公 表 
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2.11 D 部：フリーデザイン菱形ベース部を製作すること。 

2.12 ベースの製作には、支給される t1.0mm の板材を使用し、課題図に基づき製作すること。 

 

【モジュール 3 E:ループ部 F:裏板部の製作】 

3.1 支給された板材（t1.0mm）を加工し、肉出しをして E:ループ部を課題図に基づいて製作すること。 

3.2 2 箇所の段差は、地金を削って折り重なりを表現する（E' も同様）。 

3.3 F:裏板については、支給された材料から部材を切り出し製作すること。 

3.4 E:ループ部と F:裏板部は、課題図に基づいた形状になるように調整し、柱 2本をロウ付けすること（E'・F' も同様）。 

 

【モジュール 4 G:バチカン部 H:丸カン部の製作】 

4.1 支給された板材（t1.0mm）を加工し、G:バチカン部を課題図に基づいて製作すること。 

4.2 H:丸カン部は支給材Φ0.8 の線材を加工し製作する。 

※モジュール 4の提出後、選手への再配布までに約 40 分程度を要します。 

 

【D:フリーデザイン部製作 全モジュール組み立て及び 仕上げ 】 

5.1 モジュール 2 のフリーデザインの製作は、全モジュール組み立ての時間内で作業するものとする。 

5.2 モジュール 2 でフリーデザイン図面を各自で描いたデザイン画を忠実に地金で製作する。 

5.3 要件として仕様書 2.2 から 2.10 と同じ。 

5.4 全モジュール組み立ては、モジュール 1～4で製作した各モジュールを競技課題図（公表図 1）に基づいた形状と許

容差以内の大きさ（サイズ）になるように組み上げて、作品として完成させること。 

5.5 なお、モジュール 1～4でそれぞれの規定時間以内にモジュールが完成していない場合は、全モジュール組み立ての

作業時間内に残りの作業を行うこと。 

5.6 H:丸カン部は、C:ノット部にロウ付けをして、課題完成の時は、バチカンが可動するように組み込み、丸カンの口を

閉じロウ付けをする。 

5.7 仕上げ作業は、「やすり目の跡」や作業中にできた「きず」などをきれいに取り除き、#1200 のペーパー仕上げ（ペ

ーパー作業は掛ける向きにも配慮し、ムラなく丁寧に行う）作業後、研磨粉（会場で準備したもの）を丁寧に掛け

て作品表面（背面部を含む）を整えること。 

5.8 作品表面が完全に整ったのち（炭研ぎは行わない）、火肌仕上げを行うこと。 

（黒変している酸化被膜や、色あげ中にできる色むらなどが残らないように注意すること） 

5.9 作品が仕上がった者は、直ちに課題作品とデザイン画（モジュール 2で描いたもの）を一緒に提出し、競技員の指

示に従うこと。  

※Au750 or K18 数字の刻印は、運営側で用意するので、指定された位置に打刻する。 

刻印位置は、競技前日に公表する。 

刻印は「Au750 or K18」に続けて、自身のゼッケン番号を打刻する。 

ゼッケン番号は 2桁で表記し、1桁の場合は頭に「0」を付ける。 

例： 

ゼッケン番号が 1の選手 → 「Au750 01」 

ゼッケン番号が 10 の選手 → 「Au750 10」 


